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第５回小郡市総合振興計画審議会 議事概要 

 

開催期間：令和４年２月３日〜令和４年２月８日 

開催方法：書面開催              

 

No. 委 員 氏 名 所属団体・役職名等 備 考 

１ 藤門 宏 小郡市区長会 校区代表（大原校区）  

２ 組坂 眞一 小郡市商工会 会長  

３ 松本 浩 小郡市観光協会 会長  

４ 田篭 茂記 社団法人みい青年会議所 理事長  

５ 島田 昇二郎 小郡三井医師会 会長 会 長 

６ 森 勝則 社会福祉協議会 会長  

７ 近藤 忠義 民生委員・児童委員協議会 会長 副会長 

８ 廣瀬 崇 小郡市保育協会（味坂保育園園長）  

９ 内田 淑子 小中学校校長会（御原小学校校長）  

10 釘本 和子 おごおり女性協議会 会長  

11 執行 悟 久留米広域消防本部三井消防署 署長  

12 有村 千裕 有村文章塾代表  

13 松下 愛 久留米大学地域連携ｾﾝﾀｰ学長特命講師  

14 近藤 一代 公募委員  

15 吉田 喜三郎 公募委員  

 

事務局 

氏 名 役 職 

今井 知史 経営政策部長 

市原 晃 経営戦略課長 

白石 和章 経営戦略課 政策推進係長 

山本 豊  経営戦略課 政策推進係 担当 

 

 

【配布資料】 

・資料１ 第６次小郡市総合振興計画基本構想及び基本計画骨子策定に係るパブリック・コメント（意

見募集）等の結果報告 

・資料２ 第６次小郡市総合振興計画基本構想及び前期基本計画骨子（案） 
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【書面開催について】 

 資料１〜資料２を送付し、書面議決書を御提出いただきました。 

 いただいた御意見については、趣旨が変わらない範囲で、文言の加除等している場合がありますの

で、御了承ください。 

 

〇議題 

（１）パブリック・コメントについて 

（２）第６次小郡市総合振興計画基本構想・基本計画骨子答申（案）について 

（３）その他 

 

≪ 議 事 内 容 ≫ 

 

１．パブリック・コメントについて 

意見 

・各種の指摘に対し、基本計画策定の際に参考にする旨の回答がありますので、必ずパブリック・コメ

ントの意見を踏まえて、検討してほしい。 

・厳しい意見も多いと思いましたが、相互理解の機会を増やして、個別の課題に取り組むことも一つ

の解決法である。 

・市民アンケートの手法に関する意見について、パブリック・コメント（No10）での意見のとおり、

完璧なものではなく、今後の課題であると思う。 

・課題が多いので、優先順位を付けて取り組んでほしい。 

 

２．第６次小郡市総合振興計画基本構想・基本計画骨子答申（案）について 

・全委員（１５名）可により可決 

意見 

・市の財政が膨張化しないよう健全な自治体運営や発展を望みます。 

・将来像の実現に向け５つの基本政策とその基本方針が掲げられているが、具体的には見えないの

で、次年度策定の基本計画で、分野ごとにメリハリのある実現可能な項目を策定してほしい。 

・ＤＸの推進は重要な項目であるが、一方でデジタルに弱い高齢者等が取り残されないように支援策

も今後、基本計画に入れてほしい。 

・全てのことに応えていくことは、大変かと思いますが、皆さんに伝わって、意味のあるものになる

には、意見がある方への理解も大切である。 

・個別の課題に対して、話し合う機会を増やすと理解が深まる。 

・賑わいのあるまちづくりに向けて、昼間人口を増やすことに取り組んでほしい。 

・若い人は都会志向が強いが、若い人が働く場所が少ない。 
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３．その他  

意見 

・市の公共施設は、中央部と南部に偏っており、北部の三国中学校区には、市の人口の約４０％が生

活しているにも関わらず埋蔵文化センターしかない。公共施設の整備に当たっては、北部地区の振興

も考えて配置の検討をお願いしたい。また、子どもや高齢者の居場所づくりとして、公園（広場）の

設置も基本計画の中で考えてほしい。 

・コロナの影響で、なかなか会議での意見交換や市の行事も予定どおりにはできていないと思います

が、それも含めてアフターコロナ対策を皆で考える機会があると良い。 

・「地域資源を生かした活力あるまちづくり」に関連して、継続して取組ができる施策を打ち出してほ

しい。 

・「共感・共働・共創」のキーワードの響きが、皆一緒を強制されているような感じも受けるので、今

後の取組が重要である。 

・田畑の宅地化が進むと水害が発生しやすくなると思うので、早めの対策をお願いしたい。 

・高齢化が進む中、買い物難民の対応が必要になり、地域公共交通の充実が必要となる。 

・「将来像」はフレーズが長く、内容が分かりづらい。 

・小・中学生だけでなく、高校生、大学生等もコロナ禍で教育に大きな影響を受けているので、高校

生、大学生等への言及もあると良い。 

 


